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「視点とモダリティ―因果関係を含む言語表現を中心に―」 

趣旨説明 
 

このシンポジウムは、これまでさまざまな形で⾔語研究の中で取り上げられてきた、視点
とモダリティという概念を通して、因果関係を含む表現について統語論、意味論の⽴場から
議論することを⽬的とする。 

⾔語研究における「視点」の重要性は、指⽰、移動表現、受動表現、授受表現などの諸現
象の分析を通して広く知られている（⼤江 1975、久野 1978 など）。⽇本語⽂法研究と「視
点」の問題については、松⽊正恵⽒の 1992 年の論考が⽰唆的で、「視点」を「視座」すなわ
ち「状況をどこから⾒るか」と、「注視点」すなわち「何を⾒るか」に分け、それまで曖昧
にされてきた視点現象に対し、精緻な分析を与えている。統語論的・意味論的研究では、
Peter Sells ⽒が 1987 年の logophoricity に関する論考において提案した「伝達源 (source):
伝達の意図的⾏為者」 「⾃⼰ (self):命題内容がその⼼理状態・態度を記述する⼈」「基準 
(pivot):その(時空に関わる)位置に関して命題内容が評価される⼈」の区別とそれらの間の
階層性（The Logophoric Hierarchy）が重要である。 

本シンポジウムでは、従来の「視点」に関わる研究で中⼼的に扱われることのなかった理
由や条件を表す⽂を対象にする。これら因果関係の表現ではこれまで⼆つの事態の関係性
や主節のモダリティが議論されることが多かったが、本シンポジウムでは理由節や条件節
内部のモダリティが取り上げられる。 
 第⼀発表者の有⽥節⼦（⽴命館⼤学）は、因果関係を表現する⽂（「論理⽂」）の時制形式
と時間解釈について、時間を表す副詞節と⽐較しながら、時間的視点の観点からその特徴を
明らかにする。特に、条件⽂の時制の分析には、発話時でも主節時でもない第３の基準時が
必要であることを論じる。（有⽥, 2021a,b） 
 第⼆発表者の原由理枝（北海道⼤学）は、条件節と理由節が副詞節という同じ統語的機能
を持ちながらも、両者が異なる意味タイプであることを主張する。条件節が event の量化を
意味するのに対し、理由節が２つの saturated な命題（Johnston, 1994）の関係を意味する
ことについて中世⽇本語を含むさまざまな⾔語現象を通して議論する。「モダリティ」を節
内に含みうるかどうかが重要な鍵となる。（Hara, 2008, Hara et al., 2013） 
 第三発表者の⻄垣内泰介（神⼾松蔭⼥⼦学院⼤学）は、「理由」「原因」を述部に含む「指
定⽂」についての統語的分析を⽰す。「視点」（POV）と「視点保持者」（POV-holder）が関
わる現象があることを指摘したうえで、「理由」の指定⽂では焦点要素が「視点投射」（POVP） 
（Nishigauchi, 2014a, ⻄垣内, 2014b)であることを議論する。 
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